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　今年は、首長・地方議員の選挙が目白押しです。昨
年の波佐見町議選から１月の五島市議選・３月の諫早
市長選・市議選と連合推薦候補全員当選を果たしまし
た。次は今月の西海市長選・市議選です。地方選挙は
政策制度要求実現のためにも地方選挙で議員を誕生さ
せることはその実現の前進に繋がります。西海市でも
地協として全力で支援し勝利しましょう！。（T・S）

Eメール：tikyoshioiri@globe.ocn.ne.jpご意見を

編 集 後 記

こんなの許していいの!?～時代錯誤の日米地位協定
『「在日米軍基地の整理・縮小」と「日米地位協定の抜本的見直し」を

実現する1.28日出生台集会』
開催日時：2017年１月28日㈯　13：00～14：00
開催場所：玖珠郡玖珠町玖珠川河川敷
参 加 者：４，８０９人
　　　　　大東・壱岐・対馬地協より24名参加　
　　　　　（大村：16、東彼：４、壱岐：２、対馬２）
１．日出生台演習場での実弾砲撃訓練について
　日出生台演習場においては、沖縄では実施されてな
かった夜間訓練が繰り返し強行され、移転５ケ所の砲撃
数や砲撃日数も増加するなど、「分散・拡大」されてい
る状況である。
　また、「日米地位協定」第２条４項（ｂ）を根拠に一時
的に「米軍施設（基地）」となり、日本の裁判権も及ばな
かった。このように、「訓練の恒常化」とともに“慣
れ・ゆるみ”からくる「地域住民への安全対策」が懸念
される状況になってきた。
　さらに、訓練受け入れの際、県民・地元住民の不安を
払拭するため県、湯布院町（当時）、九重町、玖珠町が福
岡防衛施設局と交わした「日出生台演習場の米軍使用に
関する協定」についても、2006年になって、米軍現地
指揮官がその内容を知らなかったと発言したり、協定に
なかった小火器銃による訓練が追加されたりするなど、
その抑止力が疑問視された。
２．日出生台集会について
　連合九州ブロック連絡会は、連合本部の「米軍基地の
整理縮小と日米地位協定の抜本見直しをはかる」という

【連合列島クリーンキャンペーンの取り組み】

「大村湾沿岸一斉清掃」へ参加しました。
１．日　　時　2017年３月５日㈰　午前７時30分より
　　　　　　　（１時間程度）
２．清掃区域　大村公園海岸一帯
３．参 加 者　７名
※地協傘下の組合も各事業所が「大村湾沿岸一斉清掃」
を取り組んでおり、その中で参加をしております。

方針のもと、九州防衛局に対する要請行動や「『米軍基
地の整理・縮小』と『日米地位協定の抜本見直し』を実
現する日出生台集会」（1996年～）を継続して開催し、
今年の開催へと引き継がれている。

日出生台集会に4800人参加

連合大東・壱岐・対馬地協の参加者




